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伊
能
測
量
の
比
較
測
定
法
に
お
け
る 

 

比
較
原
点
（
隠
宅
）
の
北
極
出
地
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
村 

茂
昭 

は
じ
め
に 

 

伊
能
本
の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
れ
て
い
る
「
伊
能
忠
敬
・

大
谷
亮
吉
編
著 

岩
波
書
店1

917

出
版
」
の
ｐ34

6

～

ｐ3
47

に
お
い
て
、
伊
能
忠
敬
の
緯
度
測
定
法
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

「
（
前
略
）
そ
の
測
定
方
法
は
、
一
種
の
比
較
測
定
法
と

も
称
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
出
張
中
、
毎
夜
、
宿
舎
の

庭
園
若
し
く
は
、
そ
の
地
適
当
の
地
に
、
精
緻
な
る
大

象
限
儀
を
設
置
し
、
数
多
く
の
恒
星
の
地
高
度
を
観
測

し
、
か
ね
て
原
点
た
る
江
戸
深
川
黒
江
町
に
於
い
て
精

測
、
こ
れ
等
恒
星
の
地
高
度
と
対
照
し
て
江
戸
原
点
と

出
張
観
測
地
点
と
の
緯
度
の
差
を
算
出
し
、
然
る
後
、

こ
れ
を
原
点
の
緯
度
に
加
算
し
て
出
張
地
点
の
緯
度

を
求
む
る
の
方
法
（
比
較
測
定
法
）
を
取
り
た
り
。
」 

 

図
１
は
、
こ
の
文
章
を
裏
付
け
る
証
と
な
る
伊
能
測

量
の
遺
産
物
件
史
料
で
す
。 

す
な
わ
ち
、
図
１
の
史
料
は
、
第
三
次
測
量
の
際
の

出
張
先
宿
舎
（
草
加
宿
）
で
恒
星
を
観
測
し
、
そ
こ
の

北
極
高
度
（
正
確
に
は
「
北
極
出
地
度
」
と
言
い
、
い

わ
ゆ
る
緯
度
）
を
求
め
た
実
測
ノ
ー
ト
で
あ
る
と
こ
ろ

の
「
北
極
高
度
測
量
記
（
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
の
国

宝
）
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
測
量
日
記
に
よ
れ
ば
「
此

夜
曇
る
。
翌
朝
雲
間
小
測
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に

対
応
す
る
実
測
の
記
録
で
す
。
以
下
に
若
干
、
補
足
説

明
し
ま
す
。 

六
月
十
一
日
は
、
太
陽
暦
の
７
月
１０
日
に
当
た
る
梅

雨
時
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
夕
刻
（
午
後
８
時
～
午
後

１０
時
）
に
南
中
し
て
観
測
で
き
る
星
は
、
天
頂
よ
り
北

側
で
は
「
こ
ぐ
ま
座
（
勾
陳
一
、
太
子
）
」
、
天
頂
よ
り

南
側
で
は
「
へ
び
座
（
周
、
鄭
）
、
さ
そ
り
座
（
心
宿
）
、

ヘ
ル
ク
レ
ス
座
（
河
間
、
河
中
）
」
な
ど
に
属
す
恒
星

で
あ
る
が
、
図
１
の
一
段
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
星
は
、

秋
の
星
座
の
「
ペ
ガ
ス
ス
座
（
離
宮
、
室
宿
）
」
と
「
み

ず
が
め
座
（
羽
林
軍
）
」
と
「
み
な
み
の
う
お
座
（
北

落
師
門
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
そ
れ
ら
の

星
が
南
中
す
る
の
は
、
未
明
の
３
時
頃
な
の
で
、
測
量

日
記
の
「
翌
朝
雲
間
小
測
」
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
天
体
観
測
は
伊
能
測
量
の
最
重
事
項
で
あ
る
こ
と

を
測
量
日
記
だ
け
で
な
く
、
こ
の
実
測
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
も
立
証
し
て
お
り
、
伊
能
忠
敬
の
天
体
観
測
の
実
態

に
改
め
て
感
動
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

図
１
の
二
段
目
の
デ
ー
タ
は
、
前
記
大
谷
本
で
表
現

さ
れ
て
い
る
地
高
度
（
す
な
わ
ち
、
地
平
線
か
ら
そ
の

恒
星
を
仰
ぐ
角
度
）
で
す
。
三
段
目
の
デ
ー
タ
は
、
原

点
た
る
江
戸
深
川
黒
江
町
に
於
い
て
測
っ
た
こ
れ
等

恒
星
の
地
高
度
と
の
差
分
（
通
称
「
極
差
」
と
い
う
）

で
す
。
因
み
に
、
こ
の
三
段
目
の
デ
ー
タ
の
平
均
を
計

算
す
る
と
「
10
分
11
秒
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
平
均

値
か
ら
当
日
の
象
限
儀
の
設
定
誤
差
で
あ
る
「
平
行
差

＝
１
分
30
秒
」
を
減
ず
る
と
「
８
分
41
秒
」
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
原
点
た
る
江
戸
深
川
黒
江
町
の
北
極
出

地
度
35
度
40
分
30
秒
を
加
え
る
と
「
35
度
49
分
11

秒
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
値
を
伊
能
図
作
成
に
当
て
は

め
る
場
合
は
、
秒
の
値
を
３０
秒
か
０
秒
に
繰
り
上
げ
る

決
ま
り
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
草
加
宿
の
北
極
出

地
度
と
し
て
は
０
秒
に
繰
り
上
げ
て
「
35
度
50
分
」

と
し
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
伊
能
忠
敬
の
緯
度
測
定
法
に
つ
い
て
、
前
記

大
谷
本
で
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
ま
す
。 

「
斯
の
如
く
忠
敬
は
、
各
地
の
緯
度
を
定
む
る
に
当
た

り
、
既
に
儀
象
考
成
等
に
よ
り
て
伝
え
ら
れ
た
る
恒
星

の
赤
緯
表
に
依
頼
す
る
こ
と
な
く
、
全
然
、
江
戸
の
原

点
に
お
け
る
自
家
観
測
の
結
果
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ

を
誘
導
し
た
る
を
以
て
、
原
点
に
於
け
る
恒
星
地
高
度

の
測
定
及
び
原
点
の
緯
度
の
絶
対
値
測
定
事
業
は
頗

る
重
大
な
る
要
務
と
な
り
た
り
。
（
中
略
）
又
、
原
点

に
於
け
る
緯
度
の
絶
対
値
は
、
周
極
諸
星
（
特
に
勾
陳

一
；
αU

r
s
.
m
i
n
.

）
の
上
下
の
地
高
度
観
測
の
結
果
を

第
一
と
し
（
云
々
）
」
。 

 

本
稿
は
、
上
記
「
伊
能
忠
敬
の
緯
度
測
定
法
」
に
つ

い
て
の
「
伊
能
忠
敬
；
大
谷
亮
吉
編
著
」
の
説
明
に
異

議
を
申
し
立
て
、
そ
の
申
し
立
て
の
理
由
、
及
び
伊
能

忠
敬
が
原
点
緯
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
実
際
に
行

っ
た
で
あ
ろ
う
方
法
を
推
測
し
た
も
の
で
す
。 

 一
．
「
伊
能
忠
敬
；
大
谷
亮
吉
編
著
」
に
於
け
る
伊
能

忠
敬
の
緯
度
測
定
法
へ
の
異
議
申
し
立
て 

・
異
議
そ
の
１
（
大
象
限
儀
を
、
持
参
し
た
測
器
で
あ

図 1.北極高度測量記抜粋

（伊能忠敬記念館所蔵）
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る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
） 

 

大
谷
本
の
「
伊
能
忠
敬
の
緯
度
測
定
法
」
に
よ
れ
ば
、

出
張
先
で
使
用
し
た
測
器
を
「
大
象
限
儀
」
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
測
量
日
記
第
一
巻
（
寛
政
12

年
２
月
22
日
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
出
張
先

に
持
参
す
る
こ
と
に
し
た
象
限
儀
は
「
長
三
尺
八
寸
」

の
中
象
限
儀
な
の
で
す
。
大
谷
は
、
測
量
日
記
第
一
巻

の
寛
政
12
年
２
月
15
日
の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
た

自
宅
に
所
持
し
て
い
る
測
器
の
一
覧
（
大
象
限
儀
）
を
、

そ
の
ま
ま
出
張
先
に
持
参
し
た
、
と
早
と
ち
り
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

・
異
議
そ
の
２
（
赤
緯
表
に
依
頼
す
る
こ
と
な
く
と
し

た
緯
度
測
定
法
に
対
し
て
） 

「
兼
て
測
り
置
き
恒
星
赤
道
緯
度
を
相
用
い
」
と
伊
能

忠
敬
自
身
が
認
め
て
い
る
測
量
日
記
第
三
巻
「
寛
政12

年

10

月

28

日
」
）
の
記
述
を
大
谷
は
目
を
通
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

第
一
次
及
び
第
二
次
測
量
に
於
け
る
緯
度
測
定
の

測
量
デ
ー
タ
で
あ
る
「
測
地
度
説
」
が
、
明
治
中
頃
か

ら
気
象
庁
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
谷
が

「
伊
能
忠
敬
」
を
編
著
し
た
時
点
で
は
、
そ
の
測
量
デ

ー
タ
の
存
在
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
一
次

測
量
で
は
比
較
測
定
法
で
求
め
た
証
で
あ
る
極
差
が

「
測
地
度
説
」
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か

ず
、
第
三
次
測
量
に
お
け
る
緯
度
測
定
の
測
量
デ
ー
タ

で
あ
る
北
極
高
度
測
量
記
」
に
比
較
測
定
法
で
求
め
た

証
で
あ
る
極
差
が
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

極
差
を
使
っ
た
比
較
測
定
法
で
緯
度
を
求
め
た
と
し
、

「
赤
道
緯
度
を
用
い
る
方
法
」
は
採
用
し
な
か
っ
た
と

判
断
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

・
異
議
そ
の
３
（
原
点
緯
度
は
周
極
諸
星
（
特
に
勾
陳

一
）
の
上
下
の
地
高
度
観
測
の
結
果
と
し
て
い
る
こ
と

対
し
て
） 

 

江
戸
の
原
点
に
お
け
る
自
家
観
測
に
お
い
て
は
、
周

極
諸
星
（
具
体
的
に
は
勾
陳
一[

北
極
星]

）
の
上
下
の

地
高
度
を
観
測
し
た
と
す
る
証
拠
の
デ
ー
タ
は
存
在
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
晩
で
周
極
諸
星
が
真
の
北
極
の
上

下
で
南
中
す
る
ケ
ー
ス
は
殆
ど
あ
り
得
な
い
の
で
す
。 

 

な
お
、
緯
度
測
定
法
と
し
て
、
一
次
測
量
で
は
赤
道

緯
度
を
用
い
た
と
測
量
日
記
第
三
巻
で
明
記
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
原
点
緯
度
の
決
定
も
、
大
気
差
の
影

響
を
受
け
な
い
天
頂
近
辺
の
恒
星
の
赤
道
緯
度
を
用
い

た
と
す
る
考
え
が
妥
当
で
あ
る
と
、
本
稿
で
は
主
張
し

ま
す
。
（
な
お
、
こ
の
考
え
方
は
、
平
成
十
八
年
三
月

一
日
に
大
西
道
一
会
員
が
新
聞
記
者
発
表
で
も
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
） 

 

２
．
原
点
緯
度
の
求
め
方
の
考
察 

三
次
測
量
は
、
享
和
２
年
10
月
23
日
に
終
了
し
て 

江
戸
深
川
に
帰
着
し
た
。
そ
の
二
日
後
の
10
月
25
日

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
原
点
で
天
体
観

測
を
伊
能
忠
敬
は
行
っ
て
い
る
。
そ
の
観
測
に
お
い
て
、

天
頂
近
く
の
恒
星
で
あ
る
奎
宿
九
（ｱ

ﾝ
ﾄ゙
ﾛﾒ
ﾀ゙

β
）
の

観
測
は
、
次
の
通
り
で
し
た
（
北
極
高
度
測
量
記
よ
り
）
。 

 
 
 

10
月
25
日
88
度
53
分
15
秒 

 
 
 

10
月
26
日
88
度
53
分
25
秒 

 
 
 

10
月
28
日
88
度
54
分
15
秒 

 
 
 

10
月
29
日
88
度
54
分
15
秒 

 
 
 

11
月
01
日
88
度
54
分
55
秒 

 
 
 

11
月
02
日
88
度
54
分
50
秒 

 
 
 

11
月
03
日
88
度
54
分
05
秒 

 
 
 
 

 
 
 

11
月
月
04
日
88
度
54
分
15
秒 

 
 
 

11
月
月
06
日
88
度
54
分
35
秒 

 
 
 

11
月
月
08
日
88
度
53
分
30
秒 

 
 
 

11
月
月
09
日
88
度
54
分
05
秒 

 
 
 

11
月
月
10
日
88
度
53
分
30
秒 

 
 
 

11
月
月
13
日
88
度
55
分
10
秒 

 
 
 

11
月
月
14
日
88
度
55
分
10
秒 

 
 
 

11
月
月
15
日
88
度
55
分
25
秒 

 
 
 

11
月
月
21
日
88
度
54
分
25
秒 

 

右
記
の
観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
赤
道
緯
度
を 

用
い
て
原
点
の
北
極
出
地
度
を
求
め
て
み
る
と
、
図
２ 

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

                  
 

  
 
 

 

図 2 赤道緯度を用いた原点の北極出地度 

平均値   88°54′23″（奎宿九の地高度の平均値） 

赤道緯度  34°34′43″（※ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ Stellaium より） 

北極出地度＝赤道緯度  ＋（90°－地高度） 

     ＝34°34′43″＋（90°－88°54′23″） 

     ＝34°34′43″＋1°05′37″ 

     ＝35°40′20″→伊能図扱い３５°４０′半 


